
北海道における教員育成指標

１ 国の教員育成の考え方

変化の激しい時代において、学校教育を取り巻く環境の変化を前向きに受け

止め、主体性を発揮しながら、個別最適な学び、協働的な学びにより、教職生

涯を通じて学び続ける

【新たな教師の学びの姿】

実現に向けて

●子どもの学び（学習観）とともに教師自身の学び（研修観）を転換

・個別最適な学び、協働的な学びの充実

●教職生活を通じた学びにおける「理論と実践の往還」

・理論知と実践知の二項対立に陥らない
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２ 「新たな教師の学びの姿」の実現に向けた道教委の取組

●「北海道における教員育成指標」

・北海道の教員育成の考え方を明確化

・学校管理職・教員に求められる資質

能力を明示

●「北海道教職員研修計画」の策定

・「新たな教師の学びの姿」に向けた

研修体系の整備
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３ 北海道における教員育成指標

本道の全ての教育関係者で共有することを目指す、教員等が主体的に資質

能力の向上を図る際の目標として策定する

●教員一人一人が、教職としての目標をもって、日常の教育実践を行う

●教員同士が同じ方向に向かって学び合える環境を構築する

教員育成指標の共有を通して

●北海道の教育育成の考え方を明確化

●学校管理職・教員に求められる資質能力を再整理

【策定の目的】



●教員の主体性が尊重された心理的安全性を確保する。

●その上で、一人一人が、子どもたちへの深い教育的愛情に裏付けされた日常

の教育実践や自己研鑽を進めるとともに、教員同士が学び合う

●教員として共通的に求められる資質能力の向上や個性・長所の伸長を図る
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３ 北海道における教員育成指標

【教員育成の考え方】

●教員等一人一人の経験年数や専門性、目標等に応じ、「現場での経験」と

多様な研修の機会とを効果的に組み合わせ、個別最適に学びを進めていく

●とりわけ、「現場での経験」を重視し、学校課題に対応した協働的な学び

を組織全体で行い、成果を共有することにより、学び合う同僚性の下で、

資質能力を高めていく

そのために
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〔目指す学校管理職像〕

●深い教育的愛情や豊かな教育経験、確かな職業倫理を基にリーダーシップ

を発揮

●学校ビジョンを具現化、教育活動の質の向上・教職員の資質能力の向上を

図る体制を整備

●家庭・地域と連携・協働し、人・物・財政・情報的な資源を効果的に活用

●「学校管理職に求められる資質能力（アセスメント、ファシリテーション）」

を重視し、「期待される具体の姿」を明示
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３ 北海道における教員育成指標

【学校管理職の育成指標】

実現に向けて
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〔求める教師像〕

●教育者として、使命感・倫理観・教育的愛情を常に持ち続ける

●教育の専門家として、実践的指導力や専門性の向上に、主体的に取り組む

●学校づくりを担う一員として、地域等と連携・協働し、課題解決に取り組む

●「教師に共通的に求められる資質能力」

・教員としての素養

・学習指導

・生徒指導

・ＩＣＴや教育データの利活用

・特別な配慮や支援を必要とする児童生徒への対応

の観点で、「キーとなる資質能力」を明示
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３ 北海道における教員育成指標

【教員の育成指標】

実現に向けて
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４ 参考資料

【北海道における教員育成指標】 【教員育成指標 活用ガイド】 【自己診断シート】


